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▪
審
査
結
果

　

議
案
第
１
号
及
び
議
案
第
10
号
は

原
案
可
決
。
な
お
、
請
願
第
８
号
は

賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

▪
主
な
質
疑

●
議
案
第
１
号

問　

出
産
子
育
て
支
援
金
は
16
名
分

の
増
額
と
い
う
こ
と
だ
が
、
平
成
26

年
度
は
何
人
分
計
上
し
て
い
た
の
か
。

答　

支
給
対
象
者
40
名
分
を
見
込
ん

で
い
た
。

問　

児
童
福
祉
給
付
金
事
業
に
は
、

な
ぜ
返
還
金
が
生
じ
る
の
か
。

答　

返
還
金
が
生
じ
る
理
由
と
し
て

は
、
児
童
福
祉
給
付
金
制
度
は
年
度

途
中
に
千
葉
県
に
見
込
み
額
を
報
告

し
、
当
該
年
度
分
の
交
付
額
が
決
定

す
る
た
め
、
た
と
え
ば
児
童
扶
養
手

当
に
つ
い
て
は
、
算
定
の
基
と
な
る

所
要
額
調
査
を
1
月
初
旬
に
報
告
す

る
こ
と
か
ら
、
予
算
と
実
績
に
差
が

生
じ
て
し
ま
う
。

問　

中
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
太
陽
光
発
電
設
備
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
売
電
目
的
で
は
な
い
の
か
。

答　

今
回
の
事
業
は
売
電
を
目
的
と

し
て
い
な
い
。
本
事
業
は
避
難
所
を

夜
間
に
運
営
す
る
た
め
に
必
要
な
設

　

去
る
11
月
26
日
に
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
議
案
２
件
、
請
願
１
件
に
つ
い
て
、
慎

重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

審
査
報
告

備
で
あ
り
、
防
災
の
観
点
か
ら
も
非

常
に
有
効
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

●
議
案
第
10
号

問　

公
正
取
引
委
員
会
か
ら
デ
ジ
タ

ル
無
線
の
工
事
に
関
し
て
、
大
規
模

な
談
合
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
多

く
の
業
者
が
摘
発
さ
れ
て
い
る
が
、

本
市
に
影
響
は
あ
っ
た
の
か
。

答　

今
回
の
デ
ジ
タ
ル
戸
別
受
信
機

購
入
に
関
し
て
は
、
入
札
業
者
は
一

切
関
係
し
て
い
な
い
。

●
請
願
第
８
号

▪
主
な
賛
成
意
見

◦
集
団
的
自
衛
権
の
閣
議
決
定
に
反

対
す
る
意
見
書
が
１
９
０
の
自
治

体
・
議
会
で
す
で
に
提
出
さ
れ
て

い
る
が
、
現
在
は
世
論
に
押
さ
れ
、

約
３
０
０
近
い
自
治
体
に
増
え
て

い
る
。
ま
た
政
府
の
都
合
で
解
釈

を
変
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
憲
法
は

憲
法
で
な
く
な
り
民
主
主
義
を
根

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
北

田

宏

彦

副
委
員
長
　
山

田

繁

子

委
　
　
員
　
田

辺

正

弘

委
　
　
員
　
堀

本

孝

雄

委
　
　
員
　
黒

須

俊

隆

委
　
　
員
　
上

家

初

枝

委
　
　
員
　
倉

持

安

幸

▪
審
査
結
果

　

議
案
第
２
号
、
議
案
第
３
号
、
議

案
第
６
号
、
議
案
第
７
号
及
び
議
案

第
９
号
は
全
て
原
案
可
決
。
な
お
、

請
願
第
２
号
に
つ
い
て
は
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

▪
主
な
質
疑

●
議
案
第
２
号
及
び
議
案
第
３
号

問　

水
質
底
質
汚
泥
分
析
業
務
の
限

度
額
の
算
定
根
拠
は
。

答　

公
共
下
水
道
事
業
の
水
質
底
質

業
務
の
算
定
根
拠
は
千
葉
県
の
単
価

基
準
を
基
に
積
算
し
て
い
る
。
ま
た
、

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
発
生
す
る
産
業
廃

棄
物
の
算
定
根
拠
は
県
が
行
っ
て
い

る
流
域
下
水
道
の
契
約
金
額
の
平
均

値
を
算
定
根
拠
と
し
、
１
ト
ン
当
た

り
税
抜
き
で
２
万
４
千
５
０
０
円
と

し
て
い
る
。

問　

現
在
の
事
業
内
容
は
。

答　

中
間
処
理
施
設
を
兼
ね
備
え
た

最
終
処
分
場
に
脱
水
汚
泥
を
運
搬
し
、

焼
却
後
に
セ
メ
ン
ト
の
材
料
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
。

●
議
案
第
６
号

問　

今
回
改
正
す
る
供
給
戸
数
１
万

２
千
５
０
０
戸
は
何
年
度
ま
で
の
計

画
な
の
か
。

答　

平
成
30
年
度
ま
で
の
算
定
に
よ

る
も
の
。

●
議
案
第
７
号

問　

一
般
家
庭
の
使
用
料
金
を
年
間

６
２
４
円
値
上
げ
す
れ
ば
赤
字
を
解

　

去
る
11
月
27
日
に
産
業
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案

５
件
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願
１
件
に
つ
い
て
、
慎
重
な
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

審
査
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
大

野

英

雄

副
委
員
長
　
秋

葉

好

美

委
　
　
員
　
宮

間

文

夫

委
　
　
員
　
花

澤

政

広

委
　
　
員
　
加
藤
岡
　
美
佐
子

委
　
　
員
　
田

中

吉

夫

　

去
る
11
月
27
日
に
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案

３
件
に
つ
い
て
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

答　

出
産
育
児
一
時
金
は
総
額
42
万

円
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
政

令
の
考
え
方
と
し
て
国
か
ら
示
さ
れ

て
い
る
。

問　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
は
各

自
治
体
だ
が
、
国
民
健
康
保
険
制
度

に
つ
い
て
国
が
定
め
て
お
り
、
42
万

円
と
い
う
の
は
全
国
一
律
と
い
う
こ

と
か
。

答　

42
万
円
を
基
準
と
す
る
こ
と
が

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。

　

議
案
第
４
号
及
び
議
案
第
８
号
に

つ
い
て
は
特
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

委員会付託内容・審査報告 ※議案名などは、採決結果一覧
（８ページ）を参照ください。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

審
査
報
告

▪
審
査
結
果

　

議
案
第
４
号
、
議
案
第
５
号
及
び

議
案
８
号
は
全
て
原
案
可
決
と
な
り

ま
し
た
。

▪
主
な
質
疑

●
議
案
第
５
号

問　

出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
42

万
円
を
超
え
な
い
範
囲
と
い
う
の
は

上
位
法
令
で
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
一

色

忠

彦

副
委
員
長
　
前
之
園

孝

光

委
　
　
員
　
小
金
井

　

勉

委
　
　
員
　
石

渡

登
志
男

委
　
　
員
　
佐
久
間

久

良

委
　
　
員
　
岡

田

憲

二

本
か
ら
変
え
て
し
ま
う
こ
と
に
つ

な
が
る
。
国
に
お
い
て
戦
争
の
な

い
平
和
な
日
本
、
平
和
な
ア
ジ
ア

と
世
界
を
目
指
す
立
場
か
ら
現
憲

法
下
に
お
い
て
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
可
能
と
す
る
す
べ
て
の
立

法
や
政
策
を
行
わ
な
い
よ
う
強
く

要
望
を
し
た
い
。

▪
主
な
反
対
意
見

◦
日
本
は
あ
く
ま
で
も
憲
法
に
基
づ

い
て
行
動
す
る
と
宣
言
し
て
お
り
、

閣
議
決
定
で
は
、
自
衛
隊
に
と
っ

て
抑
制
的
な
内
容
で
あ
り
、
日
本

の
支
援
対
象
と
な
る
現
に
戦
闘
行

為
を
行
っ
て
い
る
現
場
は
支
援
活

動
は
実
施
し
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

仮
に
状
況
変
化
に
よ
り
我
が
国
の

支
援
活
動
を
実
施
し
て
い
る
場
所

に
て
、
戦
闘
行
動
が
始
ま
っ
た
場

合
に
は
、
直
ち
に
そ
こ
で
実
施
し

て
い
る
支
援
活
動
を
中
止
又
は
中

断
す
る
と
と
も
に
、
戦
闘
地
域
で

は
自
衛
隊
は
活
動
し
な
い
と
い
う

内
容
で
あ
り
、
日
本
の
国
を
守
る

と
考
え
た
時
、
集
団
的
自
衛
権
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

消
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
本
市

は
近
隣
他
市
町
と
比
較
す
る
と
使
用

料
は
高
い
の
か
。

答　

１
ヶ
月
の
平
均
使
用
量
を
50
立

法
メ
ー
ト
ル
と
し
て
比
較
し
た
場
合
、

本
市
は
全
国
で
２
番
目
に
安
い
料
金

で
あ
る
。

●
議
案
第
９
号

問　

現
在
使
用
し
て
い
る
事
務
所
は
、

移
転
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　

新
し
い
事
務
所
に
移
転
後
、
現

在
の
事
務
所
は
取
り
壊
さ
れ
、
跡
地

の
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
検
討
中

で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。


